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全校朝礼：校長講話(放送)

· [bookmark: _GoBack]皆さん、おはようございます。まずは、全校朝礼の実施方法についてですが、教職員の皆さんと検討した結果、7月・8月の全校朝礼については、『密を避けること』と『熱中症予防』という意味もあり放送で行うこととなりましたのでお伝えしておきます。9月以降の実施方法については、今後検討をしていきます。
· さて、大阪市の全小中高校では、6/29(月)～7/10(金)の間に、『いじめについて考える日』が設定されています。北稜中学校は、今日がその日となっています。
· この取組は、平成28年度に開催された『おおさか子ども市会』で当時の大阪市立小学校6年生の児童から「『いじめについて考える日』を設けてはどうでしょうか」という提案がありました。
· そのことを受けて、当時の大阪市長から「これはたいへん良いことだ」ということで、大阪市の全小学校・中学校・高等学校で取組を行うことになったものです。1年生の皆さんも、小学校の時に学校での取組があったことと思います。
· 今もなお、全国的な社会問題になっている『いじめ問題』について、みんなで考える今日が良い機会になればと考えています。
· 「『いじめ』とは何か？」「どういうことを『いじめ』というのか？」を、ごくごく簡単な言葉で言うと、ある人の言葉や行動によって相手が少しでも嫌だと感じたら、これは『いじめ』となります。この『いじめ』の中には、インターネット・SNS上で行われるものも当然含まれています。このことを『いじめの定義』と言います。
· 現在の『いじめの定義』から言えば、学校のような集団で生活する以上は、「ちょっとあの人は苦手」や「あの子とは気が合わない」など、人の好き嫌いがあることは誰にでもあることで、時には、『いじめ』に発展していくことも起こります。
· 『いじめ』は、、「いつでも」「誰にでも」「どの学校にも」起こりうることであり、北稜中学校も例外ではありません。
· ただ、『いじめ』が起こった時には、どんな小さなことであっても、早い時期に必ず解決しないといけません。
· 相手に嫌なことをしたと思ったら自分から謝り、相手もそれで納得する。まずは自分たちで解決できることが一番です。また、周りの友だちの力を借りることも必要です。
· 中学校の時期に起こった様々なトラブルを、自分たちの集団の中で解決する力を身につけておくことは、とても大切なことです。
· 特に、思春期にある君たちは感受性も強く、悩みの多い年頃です。友だち同士では、どうしても解決できないことも時には起こってしまいます。その時には、必ず大人に相談をしてください。
· 今日は、『いじめ』ついてのアンケートを実施します。このアンケートは、学期に1回定期的に行っています。
· 『いじめ』には、学校の先生には気づかないもの・気づきにくいものがありますので、自分に関わること・友だちに関わることなど、少しでも気になることがあれば書いてほしいと思います。アンケートは無記名(名前なし)でもかまいません。
· 最後に、昨年の12月8日に大阪市の全中学校の生徒会代表が阿倍野区民ホールに集まり、「大阪市いじめを考える中学生フォーラム」が開催され、北稜中学校からも2名の生徒会代表者が参加してくれました。
· その会議の中で、大阪市の中学校のスローガンが提案され、決議されたスローガンが「いじめSTOP　見逃し0(ゼロ)」です。
· 『いじめ』は、見て見ぬふりをすることが、『いじめ』のなくならない大きな原因のひとつです。『いじめ』があっても、見逃さずに学校・学年・学級全体で解決していこうという意識があるかどうかが大切なことであると考えます。
· 「いじめSTOP　見逃し0(ゼロ)」は、大阪市のすべての中学生のものです。このスローガンのもとで「いじめについて考える日」をきっかけとして、『いじめ』のない、すべての生徒が安心して通うことのできる学校にしていきましょう。
· 以上で、私からのお話は終わります。

【いじめの定義】
「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものも含む。)であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」
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